
《児童支援専任より  ☆ 慎重にならないと危険！！編 ☆》 
 

神奈川県警察ホームページには、神奈川県警察、LINE みらい財団及び神奈川県教育委員会が作成したサ

イバー教室用教材「SNS の上手な使い方を考えよう！」が掲載されています。この教材は、ＳＮＳ等のイ

ンターネットに起因した少年の非行・被害、いじめやトラブル等を防ぐために作成された教材で、主にＳＮ

Ｓに起因するトラブルを防ぎ、対処する方法を学ぶことができます。その中で、「慎重にならないと危険だ」

と思った内容がありましたので、紹介します。 

 

【相手から嫌なことをされなければ、大丈夫？】 

○「被害経験が多いと、加

害経験も高い傾向にある」。

これは、利用頻度の高さも

関係していると考えられま

す。意図しない言葉の誤解

は頻繁にあり、自分が意識

せず加害者になることが十

分に考えられるということ

だと思います。お子様は、

これまでに、そのようなこ

とはありませんでしたか？

これからもないように、「慎

重に」行動したいもので

す。 

 

【友達への書き込みでも、傷つけてしまうと犯罪になる場合がある！】 

○当たり前ですが、ネット

上であっても、相手がいる

コミュニケーション。相手

の顔や様子を想像して会話

をしていきましょう。お子

様は、傷つけられたり、傷

つけたりしてしまっていま

せんか？このことを発見で

きるのは、保護者をはじめ

としたご家庭です。ことあ

る度に、お子様と話し、保

護者の厳重なチェックをお

願いします。 

 


